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立 命 館 神 奈 川 県 支 部 に よ せ て
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はたして大任を果せるか否かわかりませんが、皆様こ一緒に「立命の精神'‐
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ヽ    一 ― ‐ ― ・  ・が心の中に咲いてくるようでした。このような方万に接じそド五な7.暑澪じい夢が拡がり、私の知ら整いもっと大きな「立喬」あ腱撃藉れぶ
'~善
てまおoのではないかと思います。

揮奈り||の一隅で「立命」に集いし人々のあつまりは,単なる同窓会的小市
暴,集りではな く、生涯教育の 大きなサークルとして書昨 夕 露ヽハてぃ
く書と信じます。
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伴奏にのせられて カラフルでイキス

○ 会 則 に つ ぃ て は

別 紙 「 立 命 館 大 学 鷲 友 今 神 奈 川 県 支 部 会 員」Jを
参 照 し て 下 さ い も
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神 奈 川 県 知 事 よ り の お 祝 い の メ ッ セ ー ジ

立命館大学校友会のみなさま、神奈りII県支部の設立にあたり 心から
お祝いのメッセージを贈 ります。

売 日、この設立のために奔走 されてきた世話人の方から、このお話を

うかがったときは、正直に申し上げて 私は、ビック リさせ られましたぅ
立命館 といえば 、関西を根拠地とする大学、漠然とではありますが、東

京・ 横浜方面で活躍 される方 々というのは ごく限られているのではな
いかと考えてお りました。しかし世話人の方から、その数、千数百名を
数えると聞き、全 くの不勉強に深 く恥入 った次第です。数えると聞き、全 くの不勉強に深 く恥入 った次第です

それほど多 くの立命館 03や 00の方々が この神奈′lI県に働き、生活さ
れていることは、ほんとうに驚きでした。同時に大いに頼もしくも思 っ
ています。神奈り|1県 というのは、一方では古い歴 史をもちながら、一方
では新しい文化や考え方を取り入れることに敏感な県民性をもって々ヽま
す。いうならば、極めて進取の気性に富んだ風土といえましょう。
そうした意味では 京都で多感な青春時代を過され、勉学に励まれた皆
さんを、神奈ノilの住民は、ともに生活をし、ともに人生を旅する伸間と
して、喜んでお迎えしていることと信じます。
神奈川は、これからもE3本の未来をきり開く場兵としての役割を果さ
なければなりません。どうか立命館 OBの方々も、時には 県政推進の
ために お知恵やお力をお貸し下さい。
心から みなさんの友情の深まりと 支部の御発展をいのりつつ 本
日の設立総会の御盛会をお祝い申し上げます。

ー

1日

二命 館 大 学 総 長 よ り の 初 電

神奈チ1県支部設立総会の御盛会をお視い申し上げます。
さZ素は 母校発展のため何かとこ援助をたまわり 厚く
御ネし申し上げます。おかけ様で私学をとりまく情勢が
極めて厳しいにもかかわらず 立命館学園は創立 84年
を迎えるとともに 教育研究活動充実のため 衣笠―拠
点完事し、綺いて末チ|1記念会館の建設に 着Iし、今秋
には完成の運びとなりました。
貴支部の益々の発展を願うとともに 校友会の制多幸
をいのります。   |: ‐_

i立 命 館
「
総
‐
長 天 野 和 夫

１
事
月
知
洲

２
県
年
川
長

３
奈
８
神

９



こ ん な 支 部 に し た い ョ ー ,

■ ,谷  務   田33年 文率
広島、京都、横浜と生活の場が変わりましたが、横浜によ住の艶悟 薇
力ながらも  校友会発展のために力になる薔が出来たらと思うています
今年度、会計を担当することになりました。会書は 年間わすか2,000
円。皆凛の御協力を お願い致します。
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人は一人では弱いが 多 くの人々の協力と諧集によって 大きな力とな

途退購、定犠鯖■富錠ЪL縄躍憂蟹目目事憲皐量じ奮讐,い
。これが

らの活動方針について

「 人 の 和 」 石 井  寛   昭 36年 目T卒
先日、病気自宅静養中 テレビの「美っていいとも」という番組を見て
●したのは、人生はいるいろの「輪」あ中で「 和」を保ちながら 生きて
いるのだと。|しかもその「綸」が大きくなり、その「和」が鋼磨になれば

心ゆたかなものに発展していくのではないだろうかと。この技友会活動も

皆んなの力を集められればと願っております。

「  ふ れ あ い 」  薇 野  圭 司  昭42年 法卒
人は所強、一人では生きられない。

二人ひとりが 心をつなぎあうこと
によって 愛と情が生まれ連帯という「和」になる。立命健場は、ここ神
奈′I!県支部のもとに集い、お互いの生活に潤いをもち 自主戯は参加によ
って僣菫ある支部 に  育くんでいきましょう。

構 本 車 也  昭46年 産社率
京都をはなれて 早十数年。横浜に居をかまえて 母校の皆嘔に旧交を
温める●会になまれた事を非常に墨々でいます。皆様と力をあわせて

神働 :1来支部の充実に寄与できればと考えております。
ようしくお■い致します。

長 浜 饉 文  昭54年 経済率
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漁の習条
一立派な そして愛される会にするよう :がんばります。
よろしくお願い致します。



「 立 命 神 奈 川 の こ と 」

山 下  保   昭50年 文率
まだ数力月しかならないが、何度 横浜駅西日へ足を運んだことか。
すつかり常連になってしまう■。これも 東亜興産さんをはじめ、あた
たかみのある雰囲気のためだろう。わたし自身は、高松で十九年間を送
り、京都で四年、東京で八年目の生活を送っている。この先どうなるの

か、予allも つかないが、二十年間は都の教員を続け ,寿命だと五十年は

生きることになる。同じ働き、生活をしていくのであれば、手こたえの

ある充実した毎日を送 りたい。その為にも、校友の皆様との出会いや

つきあいを大切にしたい。どうぞよろしく。

「 詩 吟 の す す め 」

桜 本 武 志  昭33年 法卒
駅まで一里の夜道を トボ トボ歩いて、京都へ向ったのは 30●も書で
す。私の政郷は、東1しの一寒村です。今では 日本一の原子力発電所の
畢地に変わっています。立命館では、課外授業に労力も月謝も 多く払

i晰鷺鶯予鶯欲還鱚 躁筋
た

“

、李自などの唐詩の世界も素清しい。立命館0・ Bの皆さんに是非
おすすめしたいものです。こ希望の方が一人でもいらっしゃれば、この

道の第一人者、横山岳精 先生を お招きして、こ紹介したいと思ってい
ます。

か ら の お 願 い

● 会費払い込みのお願い   (会 計担当 重 谷 )
.去る2月 H日 支部攀会において会費2,000円 件額)に決

違彗摯臭豊歴起懸ち含EI合石全£分
=彎

 會儀8霧妻塁F看傷傷.
をお願いいたします。

振込先は 下記いずれの機関を通じても 結構です。
(1) 銀 行  横浜銀行 横浜駅前支店

普通預金  L825229
(幼  郵便局  横浜中央郵使局

振書口座  h横浜 5-10799      ・

※ 口座名はいずれも「立命館大学校友会神奈りll県支部」
(総会にて納入された方は、本年度会費は 結構です。 )



(3)  現金書留  下記事務所まで
〒221 横浜市神奈川区鶴屋町2-21-9

三善ピル 1東亜興産 (株)横浜支店内
浜 田 平 穂

● 名簿作 成 に つ い て   (名 簿 作 成 担 当  登  川 )
係 で は 校 友 会 活 動 を 活 発 に す る た め 、正 確 な 名 簿

を 二 日で も 早 く 皆 様 に お 層 け す る よ う  努 力 し て
い ます 。職 場 。就 職 先 ・ 住 所 。電 話 の連 絡 が まだ の
方 は 、事 務 局 あ て 至 急連 絡 下 さ い 。転 居 ■移 動 の あ
つた と き も 速 や か に連 絡 して 下 さ い 。

● 求人 ,求職の募集をいたします
事 務 局 へ  ご応 募 を !

月 例 会 の お 知 ら せ

0 3月 度 の よ うす  3月 6日 (日 )於 三善ビル
NHK大 河 ドラ マ「 徳 川 家 康 」 チ ー フ ■ レ ク タ ー
大 原  誠  氏 を 露 い て 製 作 の 苦 労 話・ 裏 話 を お 闘
き し ま した 。

0 4月 度

春 の「 美 術 鑑 賞 会 」

勝 田 軍 ―  (当支部長 多摩美術大学教授)ほか多数出品
・日  時  昭 58年 4月 17日 (日 )

午 前 11:30～
・集合場所  東 京 都 美 術 館 ロ ピ ー (上 野 )
|そ の 他   会 費 :無 料   昼 食 :各 自

0 5月 度

政 界 放 談 「 田 中 伊 三 次 先 輩 を 目 ん で 」

衆議 院 議 員  田 中 伊 二 次
・  ・ 日  時  昭 58年 5月 8日 (日 )2時 .～

・場  所  横浜市神奈川区鶴屋町2-21-9
‐~           

三書ビル 地下 1階ホール (予 定 )
・会  費  ¥800円
※ 月例会には 会員御家族の御参加も お願いいたしま■
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拝啓 時下益々こ澤業のこととお壼び申し上げます .
2月 11日 、立命館大学校友会神奈川県支部が設す著しました。
当支部の活動を活発にするため 広告を頂だいしたく椰願い申し上げます
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体  験
新 維

広告料金

記

3‐ 5版

800部

A(7.3“ × 5。 2協 )

B (14.6磁 × 5。 2用 )
C (14.6“ ι× 10.6“ )

D (14.6“ ×21.2お )

¥5,"明
¥10,000円

¥20,000円

¥30,P10円

み

社名 。氏名

住 所

希望スペース 料  金

広告の内容

など

V

今回はタイプロ蘭ですが、次 号 (5月発行予定)から稔 活版印国に
なる予定です。

後 記 .

・

“

刊駆 設立世話人が中心で 作成いたしました。 2号からは活版印
刷 9予定です。 会長の近況・要望など原薔をお客せ下さい。
「 りつめい 神奈川を 皆様の手で育てて下さい。
。今回は、武田先輩の助言のもと 広報担当 4各■麟集・

―
しまし

た。次号からは癬象の積極的な御参加をお待ち申し上げています。

Ca‐ 野、山 下、長 浜、長谷り!0
。手を合わせる心の餞は 支部長による。
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